２　改修促進期成同盟会の活動
羽合町合併後の９
　昭和２８年４月町村合併の先駆となって羽合町が誕生するや、合併前から運動の続けられていた天神橋架替
号線改築運動
工事の早期実現運動を引継ぎ、羽合町の将来展望の上に立った重要施策として取り組むこととなり、天神橋架替の見通しもついた昭和２９年、羽合町は県当局や建設省の助言を受けて、隣接関係町村に対して国道９号線改築促進の期成同盟会の設置を呼びかけた。その結果関係町村の賛同を受け、同年４月２４日浅津温泉浅津苑において羽合町、泊村、中北条村、下北条村、大誠村、由良町の６か町村が集まって協議の上「国道９号線泊村由良間改修促進期成同盟会」の結成をみ、会長に羽合町長秋田義治を選任して事務局を羽合町役場経済課に設置し、赤石課長がその任に当たることになった。

　発足した期成同盟会では、翌５月３０日に関係町村長が揃って広島市にある中国四国地方建設局に出向き、次の陳情を行った。戦後９年間を経た当時の広島市は、原爆の跡がまだ生々しく残り、未復旧の市内に１００米道路１本が通ったまことに荒涼たる姿であった。

　　　　　　　　　　泊～由良間国道九号線改修に対する陳情書

泊～由良間の改築
　国道９号線は京都市を起点とし下関に至る所謂山陰の重要都市を連結するもので、本県に於ては東は鳥取市
に対する陳情書
より西は米子市に至る平坦線を貫き本県開発と文化産業進展の幹線をなして来た事は歴史的にも明瞭の事であり、国の重要公道として古来重きをなして来たものであります。しかるに国道９号線の今日は明治年間と殆んど変らない現状に対し、地方産業文化の発展と共に交通進展の状況はおよそ昔日の比でないのであります。

　従来交通対策は鉄道山陰線の利用に重点がおかれ国道が稍等閑視されてきた感があるのでありますが、最近の交通は鉄道の便のみで満足できるものでなく、大小のバス貨物自動車をはじめ道路利用の交通機関の発展は特に著しく、車輌の型も数量も増大し今後益々発達激増して行く現状であります。

　而して県道改修に比しても国道改修はおくれている現状であって、泊～由良間の国道状況も別紙図面の如く有効巾員２.８米から３.５米程度で幹線とは名のみであり、狭隘且屈曲多く自動車の疾走すれ変り極めて困難なるばかりでなく屢々交通事故を惹起している現状であります。更に産業文化の発展も制限抑圧されているといってもよい状況でありまして、これが改修の早期実現は地元住民の永年の要望宿願であります。


　従来陳情要望致しました泊村地区、天神橋架替及取付道路の改修工事により一部待望の国道改修実現を見ましたことはまことに感謝にたえない処でありますが、この際これが延長工事として泊～由良間の国道全線の改修を是非実施下さいます様関係６ヶ町村の住民を代表して陳情致します次第。何とぞ要望の心情を御酌取下さいまして直轄による国道改修を実現下さいます様御願い致します。

　　昭和２９年５月３０日


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県東伯郡羽合町長　　秋田義治


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議長　　岩本留治

国道改築に有利な
　　以下泊村　下北条村　大誠村　由良町　中北条村の町村長及び議会議長名

条件
　昭和３０年になって国道改修の機運は積極化してきた。それは国のガソリン税による道路整備５か年計画が２９年より実施され、一方山陽道における国道２号線の突貫道路完成を間近に控えた状勢をふまえたなかにおいて、国の建設省に石破事務次官（後に鳥取県知事から参議院議員）があり、また国会の建設委員長に徳安国会議員（鳥取県出身）が在任中とあって、山陽についで次の国道改修は山陰道である国道９号線が大きく浮かび上がってきたものである。

羽合町を中心に鳥
　泊村由良間国道改修期成同盟会では、この好機を逸しては早期実現は望めないと判断し、又国道改修運動を
取県の期成同盟会
中部地区の部分的なものでなく鳥取県としての全県運動とすべきであると、羽合町長の発起によって鳥取市、
へ発展
米子市に協賛を求めて賛同を得た。これによって入江鳥取市長、野坂米子市長、秋田羽合町長の３名が発企人として昭和３０年１０月三朝温泉岩崎旅館において設立準備委員会が開かれ、同年１２月２２日東郷町養生館において設立総会が開かれるに至った。

　設立総会は県下関係市町村である２市１７市町村長、議長をはじめ、中国四国地方建設局、千代川、天神川事務所、県知事以下県関係職員、日ノ丸、サワタク、日通など道路交通機関団体も含めた交通建設関係の権威者を網羅して盛大なものとなった。開会に当って発企人代表として羽合町長が設立主旨の説明をし「山陰の後進性打開の道は１に国道改修にあり、鉄の如き同盟会の団結と火の如き情熱をもって完成を期するよう６００,０００県民の祈りをこめて促進運動の火蓋を切りたい」と力強く述べ、満場一致で設立が決議された。
鳥取県９号線期成
　会の名称は「鳥取県国道９号線改修促進期成同盟会」と決まり、会長に秋田羽合町長、副会長に鳥取・米子

同盟会の発足
両市町が選任された。従って本会の事務局は羽合町で引受けることとなり、赤石経済課長が引続いて事務局長に任じた。以後２０年間本会の会長及び事務局は羽合町において引受けており、昭和４２年以降は会長を故島町長へバトンタッチされて、９号線改築促進運動の中心的存在の役割りを果たしている。


　さきに述べた天神橋架替工事が２８年１０月に着工し、完成も間近くなった昭和３１年には建設省関係者の調査視察が相次ぎ、９号線改築の機運は一層強くなってきた。すなわち３１年２月に建設省道路企画課技官一行、同年３月には高野国道課長、続いて馬野建設大臣、６月には石破建設事務次官、岩沢日本道路会長などの来県があり、期成同盟会の運動も活発に展開されていった。やがて天神橋も完成し、３１年１２月１日竣工式

天神橋竣工と期成
が催されたが、期成同盟会としては、この天神橋竣工を記念して同盟会の総会を開き、これを足がかりとして

同盟会の宣言
国道９号線改築の早期実現方を誓う次の宣言を行った。

　　　　　　　　宣　　　言

　　古来国の公道として又山陰地方最重要幹線である一級国道九号線は本県唯一の生命幹線であって、本県の

　後進性を打破し産業文化の開発振展は一に本国道を改修し交通輸送機関を整備することに懸っている。

　　これが全線改修実現を期する為我等はさきに本期成同盟連合会を結成し県下関係市町村一丸となり努力邁
　　　　　　　　　　　進して来たのであるが、今般建設省に於てこれが要請を取上げられ、道路整備十ヶ年計画を以て本国道改修　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　計画が樹てられるに至ったのである。


　　本日竣工を見たる天神橋及取付道路は国道九号線中唯一の直轄工事で、本国道全線改修工事の始まりとい

　うべく、これを起工として速かに全線改修の完成を期しなければならぬ。更に一級国道の改修は当然国費を

　以て施行されるべきで、本国道改修は天神橋同様国の直轄工事として施行される様庶幾ふものである。

　　茲に我同盟連合会は県民永年の宿願を達成し、本県産業文化振展と住民福利増進を図る為天神橋竣工式の


　よき日を卜して緊急総会を開き、国道九号線改修の完成を期する様挙げて努力邁進せん事を固く誓うもので


　ある。

　　　　昭和３１年１２月１日


　　　　　　　　国道９号線鳥取県改修促進期成同盟連合会


　国道９号線の改築工事は期成同盟会の促進運動と相まって順調に施行され、随時各所で部分的な竣工式が催され、昭和４０年度阿弥陀橋の一部を残して鳥取～米子間の９６粁が開通した。これによって期成同盟会では４１年４月８日総会を開き、鳥取～米子間開通の記念行事を挙行することと決議した。
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国道９号線開通記
　昭和４１年５月２２日、山陰の地方発展を託した国道９号線開通式は、瀬戸山建設大臣をはじめ建設技官、
念式典
国道第１課長、中国建設局長道路部長、衆議院建設委員長、さらに徳安実蔵議員ほか地元出身の衆参両院議員及び知事、県会議員、県内市町村関係、交通関係などおよそ３５０名にのぼる来賓や関係者が出席して県庁講堂で開催された。この日は国道２９号線の開通式が併せて挙行され、午前８時４０分戸倉峠で開通テープを切った祝賀行進の一行が県庁に到着するや、県庁講堂において国道９号線と２９号線の合同開通祝賀式が挙行され、このあと１０時３０分県庁前で９号線開通の祝賀行進のテープが号砲を合図に切っておとされた。
記念祝賀行進
　祝賀行進は鳥取市から米子までの９８粁を祝賀旗をたてた６０台の自動車が６個隊に編成されて行進し、沿道には町村ごとに祝賀アーチがたてられて日ノ丸の旗の歓迎の中を、舗装された新国道を行進する壮観はまさに一幅の絵巻であった。

　期成同盟会としては、３１年天神橋竣工を期して９号線全線改築促進の宣言をしてから１０年、そして今日の姿を迎えた感慨はひとしおのものがあったであろう。期成同盟会は、この国道９号線第１次改築完成によってその目的を完了し解散の声もあったが、しかし国道に関連した交通安全施設や維持管理の面において同盟会の解散は延ばされていた。９号線の全面開通によって、１日１,０００台にも満たなかった自動車の交通量は、経済成長の波に乗った国民の生活様式の大変革によって自動車保有台数が急上昇し、従って自動車交通量も激増の一途をたどり、最近の交通量は１日に１２,０００台に及ぶ驚異的な数字に達した。
国道バイパス建設
　このような状況のなかで必然的に考慮され出したのが第２国道９号線建設の必要性であった。さらにこうし

の要因
た空気を一層助長させたのは、昭和４７年７月田中内閣の発足と同時にはなやかにデビューした日本列島改造計画の波であったが、期成同盟会としてはこれら高度経済成長の波を敏感にとらえ、新時代に対応する期成同盟会の改組を唱える声も大きくなっていった。このため４６年７月期成同盟会は総会を開き、当期成同盟会は一応解散し改めて第２次の「国道９号線鳥取県改築促進期成同盟会」が満場一致で議決設立された。会長には引続いて故島町長が選任されて新出発をした。
期成同盟会の改組
　国道９号線第２次改築計画は、現国道の改良拡巾とバイパスの設置を基本にして進められ、まず鳥取バイパ
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とバイパス建設運
ス、米子バイパスを促進し、中部地区ではかねて懸案中であった泊～羽合～大栄バイパスの実現促進運動をは
動
かった。

　これとは別に、中部地区の羽合・北条・大栄の３町では、いわゆる北条バイパス（羽合大橋を起点として北条町の砂丘地を経て大栄町に至る線をいう）１４粁の早期実現をめざして３町による促進期成同盟会結成の議が起こり、昭和４７年２月１５日徳安道路会長ならびに坂野建設技監（北条町出身、のち建設省事務次官を経て現在参議院議員）来席の上、北条町中央公民館において「羽合・北条・大栄バイパス改修期成同盟会」が結成され、会長に故島羽合町長が選任された。


　バイパス促進運動は次第に具体化し、この実現計画が建設省の手によって検討されたところ、北条バイパスの起点を羽合大橋に置くことでは不十分であり、起点を青谷町に変更して延長されることに計画変更となった。従って本期成同盟会には泊村も加入し４町村をもって現在促進運動が進められている。
９号線改築記念碑
　ところで国道９号線改築促進に大きな役割りを果してきた期成同盟会は、昭和３０年１２月県下４市１５か

の建設
町村をもって発足以来１３年にして記念すべき県下国道９号線の開通をみたのを記念し、この大事業促進の目的を達成し、全町村一丸となって邁進した努力の結晶を永久に残すよう記念碑建設の議がもち上がった。しかし適当な碑石がなくて延び延びになっていた折、八頭郡智頭町の大河原行省より立派な碑石の寄贈があり、ようやく記念碑建設の実現をはかることができた。

記念碑建築場所
　建設位置は、国道９号線改築の端ちょとなり、また起点となった天神橋近くに建設することに協議が一致し、天神橋東詰の民地１２坪を同盟会で買収して建設された。工事は馬野建設社長の寄付によって行われ、記念碑の題字は石破鳥取県知事の書によって刻まれ、４４年１１月１０日期成同盟会の総会が開かれて盛大な除幕式が行われた。

　碑文は次のとおりである。


　　　　　　　　　　碑　　　文


　題書　国道九号線完成記念
記念碑の碑文
　　昭和三十年県下関係市町村は国道九号線改修促進期成同盟会を結成し、鋭意これが促進に努力した。以来


　十有余年本県知事、地元国会議員及び関係当局等尽力のもとに県内全長百二十三粁の近代的道路が完成しわ
　　　　　　　　　　　れらの熱願達成を見るに至った。

　　国道九号線は山陰地方郷土交通の生命幹線であって産業の開発文化の躍進はこれによって急速に進んだ。


　この歴史的事業を慶賀しここに国道九号線完成記念碑を建設する。

　　　昭和四十四年十月吉日

　　　国道九号線鳥取県改修促進期成同盟連合会


　　会長　羽合町長　故島　賢市


　　委員　鳥取市長　高田　　勇　福部村長　山根　秀雄　泊　村長　宮脇　三己　東伯町長　戸田　常盤


　　　　　米子市長　河合　弘道　気高町長　田中　政雄　北条町長　小谷　　勉　赤碕町長　森　　　進

　　　　　岩美町長　上村　忠彦　青谷町長　井島　英己　大栄町長　梅津　善寿　中山町長　徳永　　尚


　　　　　名和町長　大森　幸夫　淀江町長　田中　源蔵　倉吉市長　小谷　善高　事務局長　赤石　正芳


　　　　　大山町長　入江　正雄　日吉津村長　中井　定利　境港市長　柏木整一郎

　前会長　羽合町長　秋田　義治


　前委員　鳥取市長　入江　　昶　北条町長　中江　　豊　中山町長　末次　博文　日吉津村長　山内　英明

　　　　　米子市長　野坂　寛治　大栄町長　斉尾　　徹　名和町長　木下　　曻　　　同　　山崎　藤治


　　　　　岩美町長　石河　大直　由良町長　松井　輝男　大山町長　山根　英夫　　　同　　山根　啓一

　　　　　青谷町長　中田　王平　東伯町長　榎田　幸太　　　同　　青木　勲永　倉吉市長　早川　忠篤


　　　　　泊村長　八木　達彌　赤碕町長　三好　久義　淀江町長　石原　徹造　境港市長　足立　　実

　　　　　　同　　田中　清治　　同　　足立　宗晴

　　建設省鳥取工事事務所長　玉井敏一　岡島信夫　古山剛三　八木純一　高見昌信

　　建設省倉吉工事事務所長　西川　喬　坂井秀正　藤田正和　久世恒雄　馬場和秋　安藤　丘


　　建設敷地工事寄附


　　　　　　　　　　　　　　馬野建設ＫＫ社長　馬　　野　　　　　勇


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩室博翆書
